
Ｓ７ＹＷＸＶｏ１．１８，ｐｐ・’41-143,2000

コシアカツバメの秋期のねぐら
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繁殖期後期から秋の渡りの時期にかけて，ツバメ疏〃"｡ｂ砥地ｚは河川敷のヨシ原など

に大きなねぐらをつくる（たとえば，水野・岸1957，風間・長谷川1969，須川1982，上田

1990)．一方，コシアカツバメHdZzz"ｊａｚについては，国内での研究は進んでおらず，神奈

川県で９月下旬から10月上旬にかけて40羽から50羽以上の集団が出来たり（横須賀高校定時

制生物班1963),1960年代に大阪府寝屋川市で早朝に200羽ほどが電線にとまっていた例があ

ったり（上田恵介私信)，淀川の河川敷の草刈り跡で10月に数百羽が飛翻していたり（中谷

2000)，さらに広島県では，秋期に数千羽のコシアカツパメが電線にとまっているのがみら

れ，１００羽単位の渡りの群れも観察されたり（日本野鳥の会広島県支部1998）といったおも

に秋の移動群らしい集団についての断片的な報告があるにすぎない．しかもこれらの観察の

どれも，ねぐらについては言及しておらず，繁殖期後期から渡りの時期のコシアカツパメが

どのような場所でねぐらを取るのかについて，これまでまったくわかっていなかった．１９９８

年の秋，著者は奈良県において，コシアカッパメの集団ねぐらとねぐら入り行動を観察した

ので，以下に報告する．

ねぐら入りを観察したのは，奈良県曽爾村の曽爾高原であった．同高原はススキ草原を人

為的に保全しており，そのため関西地方では珍しくホオアカＥ"z6e権αんαz”やコヨシキリ

Ａｃｍｃ"ﾙα“６fs/噸允"sが繁殖できる環境が維持されている.著者と同行者は,1998年10月

10日午後４時半過ぎに曽爾高原に到着したが，ススキ草原には入らず，すぐに亀山(標高843

ｍ)近くまで登り，日没まで同所で望遠鏡と双眼鏡で鳥類などを観察し，午後６時直前に下の

売店まで降りた．登りの途中で,上空を舞う明らかに100羽を越えるコシアカッバメの群れを

発見した．観察した限りで，その群の中にほかのツバメ類を発見することはできなかった．

日没が近づき，このコシアカツパメたちが同高原のすり鉢状の斜面の中腹にあるススキ草

原に降りはじめたので，同所がねぐらとなることが予想された．一部個体がススキに降りて

は来るが，ほかの個体が近くにやってくるとすぐに飛び立ち，それを何度もくり返すため，

個体数をかぞえることは困難を極めたが，飛銅個体は少なくとも500～600羽にのぼっていた．

やがて日没を迎え，コシアカツバメたちはススキ草原に少しずつ降りてきたが，数10ｃｍの距

離で数個体が同一のススキにとまるため，ススキが谷方向にかなりたわんでいた．そのあい

だも，飛び立ったり，とまつたりを頻繁にくり返していた．下山時には，かなり暗くなって
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きていたが，上空には飛翻個体がまだ残っており，完全なねぐら入りは，さらに暗くなって

からのようであった．１日だけの観察であり，また個体の成幼の識別もできなかったため，

この集団ねぐらが渡り途中の一時的なねぐらか，繁殖期後期の幼鳥を中心としたねぐらかは

判断できなかった．

ヨーロッパでは，コシアカツパメは，繁殖後，ほかのツバメ科やアマツバメ類と混群をつ

くり，秋になる前には独り立ちした幼鳥（おそらくは第１回目の繁殖鳥が主体）が共同ねぐ

らをつくるという報告があり，スペインでの観察では，５０羽と68羽の幼鳥が，時にツバメ，

イワツバメとともにねぐらをとった例が報告されている（Crampl988)．また秋期の渡りに

関しては，大群になることはなく，平均9.1羽の小群で渡るというトルコの例が知られてい

る．日本ではこうした他種との共同ねぐらの例や，小群での移動は知られていないが，前述

の観察例や今回の観察などから，コシアカツバメは秋の渡りの時期に，ススキ草原などでね

ぐらをとり，次第に集団の規模を大きくしながら，西南日本を通過していくことが示唆され

る．今後，観察例が増えれば，コシアカツパメの移動やねぐらの様子が，より明らかになる

と期待される．

大阪市立自然史博物館のメーリングリスト（ＯＭＮＨ）を通じて観察記録を教えて頂いた上

田恵介，中谷憲一の両氏，文献等をご教示いただいた和田岳氏に感謝の意を表する．また上

田恵介氏には原稿をみていただき，文献を教えていただいた．深謝申し上げる.．
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ＤｅｓｐｉｔｅｔｈｅｆａｃｔｔｈａｔｔｈｅｒｅｉｓａｌｏｔｏfinformationontheroostingoftheＢａｍＳｗａｌｌｏｗ

Ｈ７〃"｡ｂγ郡s批zz，nothinghasbeenpublishedontheroostingofRed-rumpedSwallowsH

”z"jazinJapan・Ｔｈｅａｉｍｏｆｔｈｉｓｒｅｐｏｒｔｉｓｔｏｐｒｏｖｉｄｅｄetailsofobservationsofthe

roostingoftheRed-rumpedSwallow,hopingthatitmayincreaseinterestinthebehavior

ofthisspecies，

ＯｎｔｈｅｌＯＯｃｔｏｂｅｒｌ９９８，hundredsofwhirlingRed-rumpedSwallowswereobservedat

theSoniHeightsinNara,whichthenwentintoafieldofJapanesePampasGrassona

slopeofthishighlandarea・Fromtheirbehaviorthisfieldwasassumedtobetheirroosｔ

ｂｕｔａｓｔｈｅｒｅｗａｓｏｎｌｙｏｎｅｄａｙｏｆｏｂｓｅrvation,theageofindividuals，thecompositionof

thegroup，ａｎｄｔｈｅｐｅｒｍａｎｅｎｃｅｏｆｔｈｅｒｏｏｓｔｗｅｒｅnotascertained，ＴｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆＲｅｄ

－ｒｕｍｐｅｄＳｗａｌｌｏｗｓobservedwasestimatedatlastataboｕｔ５００ｔｏ６００ａｎｄｉｔｗａｓ

assumedthattherewerenootherswallowspeciesintheflock・

Ｋ２y"0砥:Mzmp71gﾂαz"2,Re‘-〃”edsｾｨﾉα/ん"s,ｍ０ｓｊ


